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改訂 2 版

初  版

　千葉県社会福祉協議会では、平成１９年度から地域ぐるみで福祉教育を推進する目的で「福祉教育パッケー
ジ指定方式」を新たに展開してきました。それは従来の学校単独指定方式ではなく、中学校区を一つのエリ
アとして、そこに含まれる小学校と、その中学校区を圏域とする地区社会福祉協議会等をセットで福祉教育
推進校・福祉教育推進団体として指定するものです。これにより、児童・生徒と住民が暮らす地域で生じて
いる福祉課題を素材に、子どもの発達段階を考慮のうえ、地域に根ざした福祉教育を実践することが可能に
なります。
　パッケージ指定方式を推進していく中で、以前から「パッケージ指定方式について、考え方や進め方など
わかりやすく説明したハンドブックがほしい」という要望がありました。そこで、千葉県福祉教育推進連絡
会議では、平成２５年１０月に福祉教育ハンドブック編集委員会を立ち上げ、パッケージ指定方式について
解説した本ハンドブック「ACCESS & SUCCESS」を作成しました。
　第Ⅰ部では、福祉教育の背景や考え方、学校・地区社協・市町村社協における福祉教育推進のポイントに
ついて解説しています。
　第Ⅱ部では、事例紹介として、郡部・都市部・私立学校の３つの事例を取り上げ、それぞれの３年間の福
祉教育実践の取り組みとポイントを解説しています。
　本ハンドブックを、学校と地域と社協で創る「地域ぐるみの福祉教育実践」の推進に活用していただけれ
ばと思います。

平成２６年３月
千葉県福祉教育推進連絡会議

福祉教育ハンドブック編集委員会

「福祉教育ハンドブック　ACCESS & SUCCESS」＜改訂２版＞の発行に寄せて

　平成２６年３月に発行した「福祉教育ハンドブック ACCESS & SUCCESS」では、パッケージ指定方式の
考え方や進め方についてポイントを解説し、その後パッケージ指定方式の事務手続きの軽微な変更や福祉教
育推進員の役割の見直しを反映した改訂１版を発行しました。
　パッケージ指定方式の開始から１０年、地域ぐるみの福祉教育実践も定着してきましたが、一方で具体的
な福祉教育プログラムの検討が課題とされてきました。そこで、平成２８年７月に福祉教育の新たな取り組
み検討委員会を立ち上げ、改訂作業を進めて参りました。
　このたび作成した改訂２版ではプログラム検討の第１弾として、代表的な福祉教育プログラムを７つ選び、
各プログラムに含まれる福祉教育的要素や視点・ポイントを確認し、福祉教育を効果的に行うためのチェッ
クリストを作成しました。
　このチェックリストが、子どもたちの福祉の学習のみならず、福祉教育に関わるすべての人の学びを豊か
にし、結果として共に生きる地域づくりにつながる福祉教育実践プログラムを考える契機として活用いただ
ければ幸いです。

平成２９年 8 月
千葉県福祉教育推進連絡会議

福祉教育の新たな取り組み検討委員会















千葉県立











全体会







～いま、取り組んでいる活動を
　　　　　「福祉教育」に変身させよう！～

● このチェックリストは、福祉教育実践の第一歩として使っていただきたく作成いたしました。

●「福祉講演会」「疑似体験」といった「福祉」をテーマにした取り組みはもちろんのこと、「あいさつ運
動」「花植え活動」といった活動も、目的やポイントを押さえて実践することで福祉教育としての効
果が期待できます。

● そこで本チェックリストは、これまで多くの学校で取り組まれてきた、福祉教育の入り口として取り
組みやすい代表的な７つのプログラムについて、各プログラムに含まれる福祉教育的要素や、見
落としがちな大切な視点・ポイントを再確認してもらうことを目的に作成しました。

 
● なお、本チェックリストに記載した他にも、多くの重要な視点・ポイントがあると思います。そのため
「すべてのチェック項目が達成できていないから、良い活動ではない」「すべてのチェック項目が達
成できているから、これで十分」ということではありません。

● ぜひ本チェックリストを活用して、これまでの実践内容を振り返るとともに、次のステップとして新
たな試みを考える機会としていただければ幸いです。

１．福祉講演会、福祉講話・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

２．疑似体験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

３．施設等訪問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

４．交流活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38

５．地域清掃（美化活動）、花植え活動・・・・・・40

６．募金活動、収集活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42

７．地域ボランティア参加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

表 の 見方

福祉教育を効果的に行うためのチェックリスト

チェックリストの使い方

第III部　福祉教育を効果的に行うためのチェックリスト

１．福祉講演会、福祉講話

●身近な福祉について学び、今後の福祉活動のきっかけとする              ●当事者や実践者の話から、自分や家族の生活と、福祉や地域社会のつながりを理解する
●日々の実践活動を当事者の目線で振り返るきっかけづくりとする目的

当事者や実践者の話を聞いて終わるのではなく、自分や家族を地域社会と関連付けて考えるきっかけづくりができましたか 　
振り返りの
ポイント

①学びのテーマは子どもたちが興味関心を持つものになっていますか

①外部講師を紹介する際は学校と話し合って決めていますか

③次の活動につながるツール（ワークシート等）を学校に提案していますか

①この講演で子どもたちと一緒に学びたいことがありますか

②この講演を通して、準備の手伝いの役割がありますか

③講演・講話を聞いてどう感じたかを、正直に話せる準備がありますか

②講演・講話の中には子どもたちへの問いかけがありますか

④話す内容や資料には分かりやすい言葉を使っていますか

②学びの目的は、教職員、子どもたち及び学校以外の関係者間で明確になっていま
すか

②単なる講師紹介にとどまらず、住民や福祉関係者を巻き込むようなプログラム提
案ができていますか

④今後の自らの活動に生かせるよう、講演・講話から学ぼうという気持ちがありま
すか

①自分自身の仕事の経験談だけではなく、福祉サービス利用者が子どもたちへ直
接伝える機会を作っていますか

③講演の内容や、講話後にどのような話し合いをするかを、学校の先生と相談して
いますか

③学習の振り返りなどを行い、知識理解や体験だけではなく、子どもの主体的な学
びにつなげる内容になっていますか

①学習意欲を高めるためには、やはり子どもたちが興味関心を持つテーマを選ぶことが重要です。そのためには、日頃から先生自
身が事前学習をしたり、興味を持つことによって、子どもが興味・関心を持つテーマを把握しておくことが大切です。

②講師紹介の機会には、学習のねらいを踏まえて、住民や福祉関係者とも協働できる時間を設けるように学校に提案
する等、福祉教育の幅が広がるような働きかけを行うよう心掛けましょう。

③講演・講話後には、子どもたちが問題について考え、行動を起こすきっかけが持てるよう、振り返りの方法やツール
を学校に提案していくことも大切です。

②福祉サービス利用者の生活や暮らしぶりを伝えるだけでなく、問題解決に向けて子どもたちができることは何かを
考えさせることが大切です。

④専門用語等は極力使わずに、初めて聞く人にも分かりやすく伝わりやすい表現を心掛けましょう。

③講演・講話の際には、福祉関係者としての立場を一方的に押しつけない工夫が必要です。学校の学習の一環として
行うため、学校の指針と合致するようによく先生と相談して実施する必要があります。

①～④講演・講話は、ぜひ子どもと一緒に聞き、子どもと共に学び合ってください。
　地域には関わりがないだけで様々な方がいることを、自分の地域に置き換えてみたり、学んだことが地域の福祉活

動にどう生かせるかを考えることが大切です。

②講師の人選や講演・講話内容の検討にあたっては、講演・講話の目的（学習のねらい）を明確にしておく必要があります。また、
学習効果を高めるためにも、学習のねらいは、講演・講話の関係者（講師、社協、地域住民、福祉関係者等）にも知らせ、共有して
ください。

①講師の人選にあたっては、福祉教育全体の中での講演・講話の位置付けや目的等について、学校ときちんと情報
共有しておくことが重要です。

①福祉サービス利用者が子どもに触れ合い話をすることで、障害などへの理解が深まることが期待されます。

③講演・講話は単に知識を得るためのものではありません。終了後には振り返りを行い、子どもの主体的な学びにつなげることが
大切です。どのように感じたか、どんな問題意識を持ったかなどを、ワークシート等も活用してグループで話し合うなどの方法が
効果的です。その際、価値観の押し付けにならないよう留意してください。

福祉教育を行う方 チェックリスト チェックリストの解説事前
チェック

事後
チェック

学校の先生

市町村社協
職員

地域住民

福祉関係者
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　これまで多くの学校で取り組まれてきた、福
祉教育の入り口として取り組みやすい代表的
な７つのプログラムを取り上げました。

　チェックリストは福
祉教育を実践する対象
者別となっています。
福祉教育を効果的に進
めるためには、これら
の立場の方々が連携し
て実践することが大切
です。

　プログラムの目的（一例）
を記載しました。

　プログラム実施に
あたり、見落としがち
な視点やポイントを
チェックリストにしま
した。プログラム実施
前と実施後にそれぞ
れチェックを行ってく
ださい。

　目的は達成でき
ましたか？
　プログラム実施後
に振り返りを行いま
しょう。

　「なぜこのチェック
項目が必要なのか？」
等、チェックリストの
内容について、解説
してあります。
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１．福祉講演会、福祉講話

●身近な福祉について学び、今後の福祉活動のきっかけとする ●当事者や実践者の話から、自分や家族の生活と、福祉や地域社会のつながりを理解する
●日々の実践活動を当事者の目線で振り返るきっかけづくりとする目的

当事者や実践者の話を聞いて終わるのではなく、自分や家族を地 域社会と関連付けて考えるきっかけづくりができましたか 　

福祉教育を効果的に行うためのチェックリスト

振り返りの
ポイント

①学びのテーマは子どもたちが興味関心を持つものになっていますか

①外部講師を紹介する際は学校と話し合って決めていますか

③次の活動につながるツール（ワークシート等）を学校に提案していますか

①この講演で子どもたちと一緒に学びたいことがありますか

②この講演を通して、準備の手伝いの役割がありますか

③講演・講話を聞いてどう感じたかを、正直に話せる準備がありますか

②講演・講話の中には子どもたちへの問いかけがありますか

④話す内容や資料には分かりやすい言葉を使っていますか

②学びの目的は、教職員、子どもたち及び学校以外の関係者間で明確になっていま
すか

②単なる講師紹介にとどまらず、住民や福祉関係者を巻き込むようなプログラム提
案ができていますか

④今後の自らの活動に生かせるよう、講演・講話から学ぼうという気持ちがありま
すか

①自分自身の仕事の経験談だけではなく、福祉サービス利用者が子どもたちへ直
接伝える機会を作っていますか

③講演の内容や、講話後にどのような話し合いをするかを、学校の先生と相談して
いますか

③学習の振り返りなどを行い、知識理解や体験だけではなく、子どもの主体的な学
びにつなげる内容になっていますか

①学習意欲を高めるためには、やはり子どもたちが興味関心を持つテーマを選ぶことが重要です。そのためには、日頃から先生自
身が事前学習をしたり、興味を持つことによって、子どもが興味・関心を持つテーマを把握しておくことが大切です。

②講師紹介の機会には、学習のねらいを踏まえて、住民や福祉関係者とも協働できる時間を設けるように学校に提案
する等、福祉教育の幅が広がるような働きかけを行うよう心掛けましょう。

③講演・講話後には、子どもたちが問題について考え、行動を起こすきっかけが持てるよう、振り返りの方法やツール
を学校に提案していくことも大切です。

②福祉サービス利用者の生活や暮らしぶりを伝えるだけでなく、問題解決に向けて子どもたちができることは何かを
考えさせることが大切です。

④専門用語等は極力使わずに、初めて聞く人にも分かりやすく伝わりやすい表現を心掛けましょう。

③講演・講話の際には、福祉関係者としての立場を一方的に押しつけない工夫が必要です。学校の学習の一環として
行うため、学校の指針と合致するようによく先生と相談して実施する必要があります。

①～④講演・講話は、ぜひ子どもと一緒に聞き、子どもと共に学び合ってください。
　地域には関わりがないだけで様々な方がいることを、自分の地域に置き換えてみたり、学んだことが地域の福祉活
動にどう生かせるかを考えることが大切です。

②講師の人選や講演・講話内容の検討にあたっては、講演・講話の目的（学習のねらい）を明確にしておく必要があります。また、
学習効果を高めるためにも、学習のねらいは、講演・講話の関係者（講師、社協、地域住民、福祉関係者等）にも知らせ、共有して
ください。

①講師の人選にあたっては、福祉教育全体の中での講演・講話の位置付けや目的等について、学校ときちんと情報
共有しておくことが重要です。

①福祉サービス利用者が子どもに触れ合い話をすることで、障害などへの理解が深まることが期待されます。

③講演・講話は単に知識を得るためのものではありません。終了後には振り返りを行い、子どもの主体的な学びにつなげることが
大切です。どのように感じたか、どんな問題意識を持ったかなどを、ワークシート等も活用してグループで話し合うなどの方法が
効果的です。その際、価値観の押し付けにならないよう留意してください。

福祉教育を行う方 チェックリスト チェックリストの解説事前
チェック

事後
チェック
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福祉教育を行う方 チェックリスト チェックリストの解説事前
チェック

事後
チェック

２．疑似体験（車椅子、高齢者疑似体験、アイマスク等）

●疑似体験を通して、高齢者や障害者の立場に立って考える
目的

福祉教育を効果的に行うためのチェックリスト

高齢者や障害者への理解を深め、助け合いの気持ちを育むことが できましたか
振り返りの
ポイント

①高齢者や障害者、社協職員などの関係者と一緒にプログラムを考えていますか ①体験プログラムの作成にあたっては、高齢者や障害者、社協職員など、関係者と一緒に考えることで、より効果的なプログラムと
することが期待できます。   

⑥体験後の感想を「大変だと思った」、「かわいそうに思った」などに留めてしまうと、思いやりの心を育てるきっかけにはなりますが、対
等な人間観を育むことを阻害しかねません。感想や問題意識を、対象者への共感や実践活動につなげるための振り返りが大切です。

⑦環境面についても、「外出時不自由なことは？」、「家の中での生活で不便なことは？」など、毎日の生活の中で考えられる改善点を
学年に合わせて話し合うことが大切です。   

⑨先生もぜひ疑似体験を行い、高齢者や障害者の強みや、支え合いのあり方について考えてみてください。先生自身の気付きが、
プログラムをより豊かなものとします。   

①地区社協の方やボランティアグループにも一緒に講師になってもらうことで、体験を通じて子どもたちと話し合える環境とするこ
とができます。   

①体験学習への協力（講師役、準備や当日の手伝い、参加等）をお願いします。その際には、「自分が福祉サービス利用者なら、どう
して欲しいか」を子どもたちに伝えてもらうことで、子どもの気付きを深め、学習効果を高めることが期待できます。

②高齢者疑似体験等を行った子どもたちが「高齢者になると、できないことばかりで大変」といったイメージだけにならないように、
地区社協活動やボランティア活動、生涯学習活動など、日頃行っている活動内容を伝えてもらうことも大切です。 

③体験を地域で生かすため、地域にお住いの障害のある方に、地域の中で困っていることを聞いて、今後の活動につなげてみては
いかがでしょうか。   

②子どもたちへ介助方法や福祉サービス利用者への接し方を説明する際には、日頃の実践における気付きやポイントを伝えても
らうことで、子どもたちに分かりやすく、スムーズな体験活動に繋げることが期待できます。   

③単に介助技術を高めるのではなく、なぜそのような配慮や技術が必要なのかに着目させることが大切です。例えばガイドヘルプ
ならば、狭い場所ではどうしたらよいかなどを子ども自身に考えさせる工夫が必要です。   

④車いす利用者や高齢者の一般的イメージと、専門家として理解している実際の状態との違いを分かりやすく説明してもうらうこ
とで、子どもたちの理解がより深まります。   

⑤疑似体験の場は、子どもたちに福祉の仕事の魅力を伝えることができる良い機会です。ぜひ、福祉の仕事についたきっかけなど、
ご自身のエピソードを伝えてあげてください。   

①様々な福祉用具や器具を紹介することで子どもたちの興味・関心を引き、学習意欲を高めることが期待できます。 

⑧時間確保にあたっては、事前・事後学習も含め、通常の教科教育と絡めることも一つの方法です。

②介護技術を学ぶ際には介護される側の体験機会を用意していますか ②③技術指導や疑似体験は取り入れやすい福祉教育のひとつです。しかし単に技術を身に付けるのではなく、そこには介護を受け
る対象者がいることを意識させることが大切です。疑似体験についても対象者の気持ちを理解させるため、その技術にプラスし
て、どのような細やかな配慮が考えられるか、グループなどで話し合い、実際に試してみることも必要でしょう。

②③体験活動が「その日だけ」のプログラムとならないような工夫が必要です。例えば、障害（者）や高齢者の多様性について説明
を行ったり、サロンでの交流や施設のボランティア活動等、疑似体験から次につながるアクションを考え、提案することが考えら
れます。また、障害者用に開発・改善された衣類・日用雑貨などの情報提供も、子どもの興味を引くのではないでしょうか。

③体験の後に、子どもたちが自分たちにできることを話し合う機会を準備してあり
ますか

④疑似体験の話だけにとどまらず、様々な高齢者や障害者がいることを子どもたち
に伝える機会がありますか

⑥体験を通して、介助される方の「できないこと」ばかりでなく「できること」にも目
を向けられるプログラムになっていますか

⑦バリアフリーやユニバーサルデザインについて、子どもたちが考える機会があり
ますか

②体験活動後のプログラム（話し合いや交流活動など）を学校に提案していますか

③バリアフリー用具の情報提供を行っていますか

①介助される役になる予定や感想を子どもたちに伝える機会がありますか

②子どもたちに日頃の活動内容を伝える時間がありますか

③体験活動で得た学びを実践につなげようという意識を持っていますか

①福祉用具や器具の紹介をする時間がありますか

②専門職ならではの介助方法や接し方を伝えられますか

③どのような配慮が必要だと思うか等、体験後に子どもたちに投げかける用意があ
りますか

④体験の対象者について子どもたちがイメージできるよう、説明を行いますか

⑤福祉の仕事についたきっかけややりがいを子どもたちに伝える機会がありますか

⑧事前学習・事後学習も含めて、教科教育の時間に活用できるよう、プログラムを
工夫していますか

⑤体験の後に施設訪問や交流活動を行うことも計画していますか

⑨先生も子どもたちと一緒に体験活動を行う機会がありますか

①地区社協やボランティアグループにも講師をお願いしていますか

④⑤疑似体験は、施設訪問や交流活動の事前指導として行うことが効果的です。それにより、単なる体験に留まらず、様々な人々へ
の深い理解につながります。
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●介助方法等のサポート方法を学ぶことで、障害に対する理解を深め、地域で共に助け合って生
 きる大切さを知る
●日常生活の危険や困難を体験することで、地域の環境整備（バリアフリー）についても目を向ける●地域住民の一員として、自分たちにできること・すべきことを考える



３．施設等訪問（高齢者・児童・障害者施設、特別支援学校、幼稚園等）

●地域に様々な施設があることと、そこで暮らす利用者の生活を知る ●利用者との交流を通して、相手のことを知る（できること、思っていること、希望など）
●自分たちの生活との相違点に気付き、自分たちにできることを考える   目的

福祉教育を効果的に行うためのチェックリスト

様々な利用者との触れ合いの中で、自分との違いや共通点を知る など、理解が深まりましたか
振り返りの
ポイント

福祉教育を行う方 チェックリスト チェックリストの解説事前
チェック

事後
チェック

①プログラムが形骸化しないよう施設職員と打合せをしていますか

④施設＝家におじゃまさせてもらう、という気持ちを忘れていませんか

⑥訪問後に、自分たちにできることを子どもたちが話し合う機会がありますか

①学校の先生、施設職員と一緒に、子どもたちに伝えたいことを考えていますか

②訪問後、施設の感想を学校に伝えられるように準備していますか

①子どもたちと施設利用者が馴染めるように声掛けを行っていますか

③子どもたちが介助などの体験をできる場を多く用意していますか

⑤福祉の仕事についたきっかけややりがいを子どもたちに伝える機会がありますか

②子どもたちの成長(発達段階)に合わせて訪問先を選んでいますか

⑤訪問する前に施設や利用者のことについて調べ学習を行っていますか

①学校側の希望と施設側の希望がずれないように、十分打ち合わせを行っていますか

②子どもたちと利用者の交流が、当事者に任せきりにならないように準備していま
すか

④利用者も地域で共に暮らす仲間であることを説明する時間を設けていますか

③施設のイベントへの参加も考えていますか

①単に毎年のルーチンワークにならないように、また訪問者・利用者に応じたプログラムとするために、予備調査や施
設職員との打合せが必要です。また、施設へは訪問依頼時の連絡だけではなく、当日訪問前に到着時間や変更点を
連絡するなど、丁寧に連携・連絡調整を行ってください。   

⑤⑥訪問にあたっては、事前学習や事後学習（振り返り）が大切です。事前学習により交流活動の目的を明確にするこ
とで、気づきが得られます。また、その気づきを振り返ることで、学びが深まります。

　事前学習としては、施設の概要やサービスについての学習、交流する人たちについての理解（乳幼児期・高齢期等）
やコミュニケーションの取り方についての事前指導が考えられます。振り返りの内容としては、自分たちの生活との
違いを理解し、利用者への配慮について考えさせたり、問題意識を持たせることなどが考えられます。 

③できるだけ子どもをお客様にしないことが大切です。難しくとも、できるだけ体験させてあげてください。子どもが
引っ込み思案になっていたときには、勇気づけてあげてください。子どもが分からない時に常に質問できるような体
制を整えておくことも必要です。

①施設の紹介とコーディネート、施設訪問の際の配慮などの助言をお願いします。事前打ち合わせにあたっては、学校
の先生のみでなく、施設担当職員とともに、子どもたちに何を伝えたいかを考えることが大切です。

②訪問終了後には、訪問結果に対する施設側の意見を学校へフィードバックし、次の訪問へつながるような働きかけを
お願いします。   

①子どもたちが施設に訪問する際の協力をお願いします（子どもたちを案内（先導）し、施設利用者とのつなぎ役にな
るようなフォローを行うなど）。   

①訪問の受け入れにあたっては、学校側の学習の意図と施設側の要望との擦り合わせや、当日の流れについての打ち
合わせが必要です。   

⑤利用者のことだけでなく、医療福祉に関わる様々な関係者が従事していることや、仕事のやりがいや面白さについ
ても子どもたちに伝えてあげてください。   

④訪問を、単なる見学や慰問に終わらせないように、施設利用者も同じ地域社会の一員であることを理解させるよう
な説明が大切です。   

②子どもの発達段階を踏まえて、対象施設やプログラム内容を設定することも大切です。

④施設は生活の場（その人たちの家）ということを、先生も子どもも意識して訪問するように心掛けてください。他人
の生活に触れさせてもらうことへの配慮が必要です。   

②利用者個々の特性を踏まえた交流となるよう、巡回しながらフォローをお願いします。   

③訪問にあたっては、施設のお祭り等への参加なども検討してはいかがでしょうか。日常とはまた違った施設職員と利
用者の姿を見ることで、子どもたちの施設への理解も深まります。ぜひ一緒にイベントを楽しんでください。
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４．交流活動（高齢者・幼児・障害者等との交流、あいさつ運動、昔遊び、異学年・異校種交流等）

●互いの想いや行動を理解しあう 
●支え合い・助け合って生きる喜びに気付く

●多様な暮らし、価値、考えを受け入れる（特に障害者等のマイノリティを受け入れる姿勢を育てる）
目的

福祉教育を効果的に行うためのチェックリスト

他者との交流を通して違いを認めて尊重し、支え合う姿勢が育まれ ましたか
振り返りの
ポイント

福祉教育を行う方 チェックリスト チェックリストの解説事前
チェック

事後
チェック

①挨拶の大切さを子どもたちに伝える機会になっていますか

②参加者に何を学び取ってほしいか明確になっていますか

③「される側」「してあげる側」に分かれてしまっていませんか

④本当の意味での交流活動になっていますか

⑤地域の人たちも関わることができるプログラムになっていますか

⑥参加者と学校の関わりがその場のみにならないように考えていますか

⑦交流する相手のことについて事前学習を行っていますか

①プログラム内容について学校と打ち合わせを行っていますか

③活動後の子どもたちの感想を関係者に伝えられるように準備していますか

④学校と関わる大切さについて日頃から地域住民に伝えていますか

①子どもたちとの交流を楽しもうという気持ちがありますか

③困っていたり、元気のない子どもがいたら声をかけようという意識がありますか

②交流相手に対してできることを、子どもたちに伝えられるように関係者の間で準
備していますか

①福祉サービス利用者と交流する時に気を付けることについて子どもたちに伝え
る用意がありますか

②交流活動が支え合い・助け合いを感じる場となるよう、働きかけを行っていますか

⑧交流した相手と他にどんな関わりが持てるか、交流後に話し合いを行う時間を設
けていますか

①自分から進んで挨拶することで、お互いの心の距離が縮まり、コミュニケーションが取りやすくなります。交流活動
は、まず、挨拶のできる人を育てるきっかけにしてもらえればと思います。   

⑤できるだけ地域の人たちを招いたり、子どもの感想を地域にフィードバックする（会報や回覧板等）などして、地域と
の連携を心掛けましょう。   

⑥交流活動は、学校の理解者・支援者を増やす良いきっかけともなります。交流参加者が学校支援者になってくれる
よう、組織的に働きかけることも大切です。   

⑦交流する人たちについての理解（乳幼児期・高齢期等）やコミュニケーションの取り方について事前指導を行い、交
流活動の目的を明確にすることで、学習効果を高めることが期待できます。   

⑧事前学習や交流活動で得られた気づきを振り返ることで、学びが深まります。振り返り方法としては、交流相手との
更なる関わり方について考えさせることも、次の活動につながるため有効です。   

①地域全体で子どもたちを育てるという意識を持つとともに、子どもたちとの交流を楽しんでください。子どもたちか
らの質問などから、自らを振り返るきっかけを得られることもあります。   

②交流対象者に対して子どもたちにもできる活動のヒント、提案とその理由を伝えられるように、あらかじめ考えて関
係者間で共有しておくことで、交流活動の効果を更に高めることが期待できます。   

③交流する中で子どもが戸惑っていたら、なぜ戸惑っているのかを聞いて、原因を解消することが重要です。子どもの
SOS を見逃さないことが大切です。   

①講師や交流先の紹介・コーディネートの役割が求められます。交流活動を実現するにあたり、参加者（乳幼児や高齢
者、障害者等）を募るための地域への働きかけや、当日の運営についての学校との打ち合わせ・連携が大切です。

②単なる交流活動から、お互いに助け合う意識、行動に発展できるよう働きかけを行うことが大切です。

③活動終了後には、結果（子どもの感想等）を関係者にフィードバックし、次の取り組みへとつなげましょう。

①福祉サービス利用者との交流活動の場合は、配慮等についての助言・指導をお願いします。

④日頃から、学校への関わりの重要性等について、地域住民等への周知・啓発を行っておくと、コーディネートの際に
有効です。   

③④「一方的に何かをしてあげる」といった意識で行わないことが大切です。交流は相手と対等な立場で、相手の人間
性や人権に配慮して行うものです。自分も相手も喜べるような内容とすることや、配慮を行うことが必要となります。

   

②交流の目的を明確にして、参加者に応じたプログラムとなるよう心掛けましょう。   
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５．地域清掃（美化活動）、花植え活動

●ボランティア活動などを通して、働くことの大切さや地域のために活
 動する喜びを知る

●地域に住む人々と一緒に活動することで、近隣住民を理解するとともに地域への愛着
 を持つ目的

福祉教育を効果的に行うためのチェックリスト

地域の住民と一緒に活動することで、自分の住む地域への愛着心 が育まれましたか
振り返りの
ポイント

福祉教育を行う方 チェックリスト チェックリストの解説事前
チェック

事後
チェック

①地域住民と一緒に活動するプログラムになっていますか

②地域の住民との会話や交流の機会がありますか

①地域住民にプログラムへの参加を積極的に呼び掛けていますか

①活動の良さや楽しさを子どもたちに伝えたり、子どもたちに質問しようとしていま
すか

②子どもを手伝う部分と子どもに任せる部分を明確にしていますか

①子どもたちや地域住民と一緒に活動するプログラムを実施していますか

②自身の施設・事業所でどのようなことをしているか、伝える機会がありますか

③自身の施設・事業所の利用者も活動に参加しますか

④利用者が活動を行うにあたってできること・難しいことを、他の参加者に伝えて
いますか

③子どもたちに活動の目的を意識させ、主体的に取り組ませる「しかけ」を用意して
いますか

①②学校内で完結せず、地域住民との接点を持って活動することが望まれます。子どもと地域住民でペアやグループ
を組んで活動したり、清掃であればゴミ収集所に地域住民に立っていてもらうだけでも交流のきっかけとして効果
的です。地域の人の喜ぶ顔を見たり、一緒に汗を流しながら行った作業が、子どもにとっての福祉の気持ちを育てる
ことにつながります。

③活動を単なる活動ではなく、主体的な学びに変えるための仕組みが重要です。子どもたちが自ら活動に取り組むた
めの働きかけとして、「そもそもなぜこの活動が必要なのか」を考えさせることが大切です。「公共」や「役割、責任」
そして「福祉」について考えるきっかけともなります。

①子どもたちだけでなく、地域住民にとっても子どもたちとの交流や地域理解の機会となります。意識して地域への働
きかけをお願いします。   

①子どもたちと一緒に活動してください。活動中には、どのような思いを持って活動に取り組んでいるか、またどのよう
な時に喜びを感じるかなどを子どもたちに伝えてあげてください。また、子どもたちにも同様のことを聞いてみてく
ださい。話をすることで活動について意識化し、振り返りの機会を持つことができます。   

②子どもたちの主体性を尊重するとともに、子どもでは分かりにくい部分を手伝ってあげてください（例えばゴミの収
集場所の管理や案内など）。   

①地域清掃や花植え活動といったプログラムは、福祉施設や事業所だけでなく学校でも多く行われる活動の一つで
す。ぜひ、積極的に学校や地域住民との連携を考えてください。   

②交流の中で福祉施設・事業所について子どもたちに伝えることで、福祉について理解を深める大切な機会となり
ます。   

③④利用者が活動に参加することで、高齢者や障害者への子どもたちの理解を深め、同じ地域の一員であるという
意識を育てることにつながります。参加の際には、必要に応じて利用者の介助等サポートを行うと共に、利用者が
できること・難しいことを具体的に他の参加者に伝えておく必要があります。   
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６．募金活動、収集活動（赤い羽根共同募金、プルタブ・エコキャップ収集等）

●寄付や募金の必要性（なぜ、寄付や募金が必要なのか、何に使われるのか、募金活動
 の役割や歴史、等）を学ぶ

●支援を必要としている人たちの置かれている状況や生活を知り、同じ社会の一員として何を
 するべきか考え、行動する目的

●募金や収集活動に限らず、広く社会貢献の意味や方法について学ぶ

福祉教育を効果的に行うためのチェックリスト

募金や収集活動の目的を理解したうえで、社会の一員として活動 に参加できましたか
振り返りの
ポイント

福祉教育を行う方 チェックリスト チェックリストの解説事前
チェック

事後
チェック

①寄付や募金の必要性について子どもたちに伝えることができますか

②子どもたちの発意なしに活動を行っていませんか

④募金先からのメッセージを子どもたちに伝える準備がありますか

⑤募金以外にできることを子どもたちが考える時間を作っていますか

①寄付・募金の目的や使途を子どもたちに伝えることができますか

①子どもたちと一緒に募金・収集活動を行っていますか

②募金や収集活動の目的や使途などについて、子どもたちに問いかけようとしてい
ますか

①募金や収集活動の意義について問いかけるなど、子どもたちに考えさせるきっか
けを用意していますか

②施設利用者も一緒に募金活動に参加していますか

③共同募金の配分事業等で購入した品物や活動を、子どもたちに紹介する機会が
ありますか

③募金先やお金・収集物の行き先について子どもたちが調べ、自ら選んでいま
すか

①寄付や募金の必要性や諸外国と日本の歴史的な背景等を子どもたちに伝えることで、活動意欲が高まります。

②活動を単なる活動ではなく、主体的な学びに変えるための仕組みが重要です。「○○活動をしましょう」ではなく、子
どもたちが自ら活動に取り組むための働きかけを大切にする必要があります。

③さまざまな募金活動や収集活動がありますが、できれば子どもたちに考えさせて取捨選択できるようにした方がよいでしょう。募
金活動にはそのお金の使途などが不明確なものなどもあります。また募金の一部しか相手に届かないものなどもあります。その
ような現状をきちんと理解し、募金活動を行うものが、どのようなものに還元されるのかを理解し、そのことを説明して募金活動
を行うことが必要です。   

④⑤募金先からのメッセージは子どもたちにフィードバックしましょう。更なる活動へとつながるきっかけとなります。
募金活動の他に、自分たちにできることはないかを考えさせることで、次の活動へとつなげることもできます。

①資料の提供に終わらず、講師役として、寄付や募金活動の目的や、どこにいくらお金が使用されているか、等を事前
に学習しておくと良いでしょう。

①活動への参加をお願いします。地域も主催として学校と連携することがより望ましく、それによって子どもたちに、地
域との一体感を持たせることも期待できます。   

②子どもたちの理解を深めるため、募金したお金がどこに行くのか、昨年はどの程度募金され、どのような成果を得た
のかなど、子どもたちがどれだけ理解しているのか質問してみると良いでしょう（例えば、赤い羽根共同募金は何の
ための募金なのか、この羽はどのようにして作られているのか、等）。   

②障害者等の施設利用者も一緒に募金活動に参加することによって、同じ地域の一員であることを子どもたちが理解
するきっかけとなります。   

①募金や収集活動への積極的な参加や情報提供をお願いします。併せて、子どもたちに考えさせるような問題提起を
してもらえると、より高い活動効果が期待できます。   

③子どもの施設見学時などには、共同募金の配分事業等で購入した品物や、活動の紹介をお願いします。自分たちの
活動によって得られる結果を具体的に子どもたちが目にすることで、理解や達成感を高めることが期待できます。
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７．地域ボランティア参加（地元のお祭りの手伝いに参加等）

●地域住民との交流により、地域へ目を向け、自分たちも地域の一員である
 ことを理解する

●自分たちの暮らす地域への関心や、地域を愛する気持ちを持つ
●自分たちだけでなく、地域に住む外出が困難な様々な人（要介護状態の人、外国籍の人、ひきこもり
　など）がお祭りなどに参加するにはどうしたら良いか考えるきっかけにする

目的
●協力して働くことや、地域に貢献することの喜びを知る

福祉教育を効果的に行うためのチェックリスト

イベントへの参加を通じて自分も地域の一員であると感じることが できましたか。また、なかなか地域活動に参加できない人たちのことを考え、どうすれば
参加しやすくなるか考えることはできましたか

振り返りの
ポイント

福祉教育を行う方 チェックリスト チェックリストの解説事前
チェック

事後
チェック

①地域の方々との交流の機会になっていますか

②参加行事や郷土の歴史・文化について、事前学習を行っていますか

③トラブルや事故への対処方法について話し合っていますか

④子どもたちにとって不適切な活動内容でないか、確認できていますか

⑤計画・準備の段階から、地域住民等主催者と先生・子どもたちの間で、役割につ
いて打ち合わせができていますか

⑥子どもたちの自己有用感を育てられるよう、役割を設定できていますか

⑦先生自身も行事に参加しますか

①地域ボランティアと子どもたちが関わる機会を設けていますか

②福祉施設利用者、要介護者、小さな子ども連れ、障害者などにも来てもらうにはど
うすれば良いか等、子どもたちに投げかけを行う準備がありますか

①子どもの自主的な参加を尊重していますか

②子どもならではの役割を持たせるようにしていますか

③子どもを学校の一員として扱う場面なのか、地域社会の一員として扱う場面なの
かをきちんと考慮していますか

④地域や行事について知っていることを、子どもたちに伝えようとしていますか

①職員や利用者が、地域の行事に参加していますか

⑤福祉施設利用者、要介護者、小さな子ども連れ、障害者などにも声掛けしていま
すか

①地域住民のことを知り、関心を持つことは、支え合いの心を育てる第一歩です。ただ単にイベントに参加するだけで
なく、できるだけ地域の方々との交流の機会が持てるようにしましょう。   

②事前に、参加対象となる郷土の歴史や文化・祭りについて学習したり、行事の趣旨や目的、参加者が何を楽しみに
その行事に参加しているかなどを理解し、それに添った関わり・対応ができるように準備しておくことが大切です。

③トラブルや事故が起きてしまった時に、慌ててしまったり二次被害を生じさせたりしないよう、対処方法（ボランティ
ア活動保険の加入等）は事前に話し合っておく必要があります。   

④子どもたちが目的を理解できないような不適切な活動でないかどうか、学校としてきちんと判断しておくことが必要
です（例えば、　地元のお祭りやイベントなどへ目的の説明もせずに子どもたちを安易に手伝いに行かせることなど）。 
 

⑤できるだけ、計画立案や準備の段階から、地域住民等主催者側との交流の機会を設けてください。自分たちの参加
方法について自分たちで考えられると、より良いでしょう。   

⑥子どもたちが「できた」「役に立てた」と感じられるような役割を任せることで、自己有用感を育てることにつなが
ります。   

⑦先生自身もぜひ、積極的に参加して、地域を知り、地域の方たちとの交流を楽しんでください。先生が楽しんでい
る姿を子どもに見せることによって子どもの意欲も高まります。   

①子どもたちが地域のボランティアと一緒に役割を担うことで、地域ボランティア活動を知ってもらう機会とするこ
とができます。   

①行事の主催者側として子どもを受け入れる際には、既存の参加方法にこだわらず、子どもの自主的な参加を柔軟
に受け入れる姿勢が大切です。   

②単に「人手が必要な役割」「簡単な役割」ということではなく、子どもならではの役割を持たせるよう、心掛けま
しょう。   

④積極的に子どもたちと交流し、その行事の昔と今の違い等を話してあげてください。地域を知ることは、地域内の支え合いの
意識を高めることにつながります。また、子どもたちとの交流を行うことで、地域住民が学校理解を行うきっかけにもなります。

⑤行事の開催にあたっては、ぜひ福祉施設利用者、要介護者、小さな子ども連れ、障害者などの、参加するためにソフト面やハー
ド面にハードルがあると思われる「見えにくい住民」にも具体的に参加を呼びかける声かけ役となってください。

①事業所や施設で行う行事に参加者を受け入れるのみでなく、職員や利用者が施設から出て、地域の一員として地域の行事に
参加することも大切です。

③子どもを学校の一員として扱う場面なのか、地域社会の一員として扱う場面なのかをきちんと考慮する必要があります。例えば、○○中学
校吹奏楽部のチャリティ演奏ならば、学校の一員としての子どもですが、地域の募金活動やお店の運営などでは、学校の一員としてではな
く、社会の一員としてのボランティアです。そのような場合、子どもに対する態度なども変化することを考慮しましょう。

②より参加者の多様性（福祉施設利用者、要介護者、小さな子ども連れ、障害者など）を高め、受け入れるにはどうすればいいか
等、子どもたちに対して投げかけを行うことで、子どもたちが福祉についてさらに考えるきっかけとすることもできます。
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54・55

　福祉教育推進指定校には年間7万円、指定団体には年間10万円の補助金を指定期間の3年間毎年助
成します（指定団体への補助金は1パッケージで10万円となり、指定団体が複数ある場合は按分してい
ただきます）。この補助金は単年度にすべて使い切っていただく決まりとなっています。使い道について
細かい規程はありません。

　このほか、補助金に関するご質問については、千葉県社会福祉協議会 ボランティア・市民活動セン
ター 福祉教育担当（☎043-204-6010）までお問い合わせください。

　福祉教育推進団体指定要綱に基づき地区社協等の福祉教育推進指定団体に事務局をお願いしてい
ます。指定団体がパッケージ内に複数ある場合の事務局については、地域で進めやすいよう話し合って
決めてください。
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　何事においても事故やけがのリスクはつきものです。学校では既に保険に加入していることもあるか
と思いますが、もしもの事態に備えて補償内容を確認しておきましょう。学校行事でのボランティア活動
は対象外となりますが、学校外でのボランティア活動中の対人・対物事故については全国社会福祉協議
会の「ボランティア活動保険」が保障してくれます。
　また、指定団体である地区社協などで福祉教育に関する行事を開催する場合には同じく全国社会福祉
協議会の「ボランティア行事用保険」で主催者や参加者のけがや主催者の賠償責任を保障してくれます。

「ボランティア活動保険」および「ボランティア行事保険」に関するお問い合わせは、お近くの市町村社会
福祉協議会までお願いします（p54・55参照）。

　県社会福祉協議会では毎年4～8月に全5日間の日程で「千葉県福祉教育推進員養成研修」を開催し
ています。この研修会では、福祉教育の概論から具体的なプログラムなど福祉教育を進める上で必要
な知識・技能を身に付けることを目的としており、全5日間のうち4日以上出席した方には修了証を発行
しています。修了証を受け取られた方のうち任意で登録をされた方には「千葉県福祉教育サポーター」
として福祉教育を広める活動に協力をお願いしています（平成28年度からの新規登録は中止していま
す）。なお、指定校および指定団体には開催のお知らせを送付していますが、それ以外の方でも参加は
可能です。参加を希望される方は、千葉県社会福祉協議会 ボランティア・市民活動センター 福祉教育
担当（☎043-204-6010）までご連絡ください。
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26

27

28

29

26

27

28

29

秋津小

香澄小

谷津南小

第七中

津田沼高校

秋津・香澄福祉教育推進連絡会

国分小

曽谷小

稲越小

東国分中

国分高校

国分地区社会福祉協議会

曽谷地区社会福祉協議会

萱田小

萱田南小

萱田中

八千代西高校

八千代市社会福祉協議会萱田支会

飯山満小

飯山満南小

飯山満中

船橋芝山高校

二宮・飯山満地区社会福祉協議会

湖北小

新木小

湖北中

我孫子東高校

湖北地区社会福祉協議会

流山小

南部中

流山南高校

流山中央地区社会福祉協議会

小金小

八ヶ崎第二小

幸谷小

小金南中

小金高校

小金地区社会福祉協議会

手賀西小

手賀東小

手賀中

沼南高校

手賀地区社会福祉協議会

八日市場小

八日市場第二中

匝瑳高校

八日市場地区社会福祉協議会

白井第二小

白井中

白井高校

白井第一小学校区地区社会福祉協議会

白井第二小学校区地区社会福祉協議会

常磐小

久賀小

多古第一小

中村小

多古中

多古高校

多古第一地区社会福祉協議会

八街東小

八街北小

八街中

八街高校

八街東地区社会福祉協議会

八街北地区社会福祉協議会

長柄小

長柄中

茂原高校

長柄地区社会福祉協議会

夷隅小

国吉中

国吉地区社会福祉協議会

豊海小

九十九里中

九十九里高校

豊海地区社会福祉協議会

長南小

長南中

一宮商業高校

長南町地区社会福祉協議会連絡会

秋元小

三島小

清和中

君津青葉高校

君津市清和地区社会福祉協議会

長狭小

長狭中

長狭高校

主基地区社会福祉協議会

吉尾地区社会福祉協議会

大山地区社会福祉協議会

市原小

市原中

市原緑高校

市原地区社会福祉協議会

畑沢小

波岡小

畑沢中

木更津東高校

波岡西地区社会福祉協議会

成田高等学校付属小学校

二松學舍大学附属柏中学校

あずさ第一高等学校

暁星国際小学校

千葉明徳中学校

敬愛大学八日市場高等学校

聖徳大学附属小学校

和洋国府台女子中学校

千葉敬愛高等学校

国府台女子学院小学部

千葉日本大学第一中学校

千葉経済大学附属高等学校

参考資料
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今泉6491-13182 67 5200

8808

地域福祉推進班

地域福祉課

市原市南国分寺台4-1-475

ボランティア・市民活動センター

（29年7月現在）

柏市

参考資料
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平和 広島・長崎・沖縄など、平和学習や修学旅行の事前学習におすすめ

キャリア 職場体験学習、キャリア教育のほか生き方の学習にも活用できる

ともに生きる 命・生き方、いじめや差別などのテーマで、道徳の時間におすすめ

情報 情報化社会を生きる知恵や表現・コミュニケーション技術を育む

防災 自然災害のしくみや実態を扱い防災意識を高める

環境 地球温暖化、生態系破壊、廃棄物など環境問題の実態を学べる

学ぶ楽しさ いつもの「勉強」とは一味違う切り口で学ぶ意欲をかきたてる

カテゴリー NHKスペシャル、プロフェッショナル仕事の流儀、その時歴史が動
いたなどの番組から厳選

詳しいことは、NHKティーチャーズライブラリーホームページをご覧ください。
http://www.nhk.or.jp/archives/teachers-l/

ホームページには、全貸し出し番組の内容を掲載しています。番組活用のポイント等も併せて掲
載されています。
多くの番組には、現場の教師が執筆した「学習展開例」や「番組活用例」が添えてあり、授業を組
み立てる際の参考にしていただけます。

●利用は学校内での教育活動に限ります（学校外は不可）。
●貸し出し先は、学校などの教育機関（著作権法第３５条規定）に限定します（コピー不可）。
●実際に利用する教員の方からお申し込みください。
●貸し出しは無料ですが、往復の送料は利用者負担となります。

■１回（１人）につき３タイトルまでの貸し出し
■貸し出し期間は最大１か月

番組は大きく７つのカテゴリーに分かれています。授業のねらいやテーマにそってお選びください。

NHKアーカイブスより授業で役立つ番組のDVDを厳選し、学校内での教育活動へ限定して無
料で貸し出ししています。

NHKアーカイブス
「NHKティーチャーズ・ライブラリー」

利用枚数・期間

利用条件

学校などの
教育機関限定

参考資料
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問い合わせ▶NHKティーチャーズ・ライブラリー事務局
電話 03-3462-7932（平日10:00～ 18:00）　※土日祝日の受付業務・発送はしていません

①「いのちが大切だ」と
思った経験を話し合う。

●「いのちが大切だ」と思った経験を発表させる

②番組を視聴する
　（開始～２４分４０秒）。

●「命のバトン」という言葉を意識させながら視
聴させる。

③「命のバトン」をつない
だ育ての親と生んだ女
性、２つの感動の涙に
ついて考え、話し合う

●赤ちゃん縁組で、子どもが生まれたときの、養
親と実親、２つの感動の涙を取り上げ、その時
の気持ちを考えさせることで、「命のバトン」
が手渡させる意味を見つけさせる。
●個人で考えた後、話し合わせる。

５分

2５分

2０分

 時間配分 学習活動 教師の支援

学習展開例
テーマ：ともに生きる　　　　番組名：「小さき命のバトン」（ETV特集）５９分（2015年放送）

参　考

利用者からの声
先生

児童・生徒

●学習に大変役立つDVDを借りることができ、授業の幅が広がり助かります。（小学校）
●DVD視聴後、話し合いや感想記入の時間を設けたところ、いつも以上に熱心に取り組んでい
ました。（中学校）
●教師も知らなかった内容の番組で、とても参考になりました。（中学校）
●映像の有無がその後の学習活動に大きく影響することを改めて感じました。（高校）
●私語が多くざわついた中で実施されることが多い集会で、生徒全員が皆、画面に見入っていまし
た。（高校）

●将来働く時にこの番組のことを思い出すだろう。（仕事ハッケン伝）
●できないからあきらめるではなく、まず、やってみることからはじめよう、がんばろうと思えまし
た。（仕事ハッケン伝）
●これまで何度も戦争について学んできたけれど、この DVDで本当に命の大切さを実感した。
（課外授業　ようこそ先輩　戦争を学ぶ　命を考える）
●せんそうのことをとても知りたくなりました。おじいちゃんおばあちゃんに話を聞いて、本も読
んでみたいです。（みんな生きてる　聞かせて　戦争のこと）
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改訂 2 版

初  版

　千葉県社会福祉協議会では、平成１９年度から地域ぐるみで福祉教育を推進する目的で「福祉教育パッケー
ジ指定方式」を新たに展開してきました。それは従来の学校単独指定方式ではなく、中学校区を一つのエリ
アとして、そこに含まれる小学校と、その中学校区を圏域とする地区社会福祉協議会等をセットで福祉教育
推進校・福祉教育推進団体として指定するものです。これにより、児童・生徒と住民が暮らす地域で生じて
いる福祉課題を素材に、子どもの発達段階を考慮のうえ、地域に根ざした福祉教育を実践することが可能に
なります。
　パッケージ指定方式を推進していく中で、以前から「パッケージ指定方式について、考え方や進め方など
わかりやすく説明したハンドブックがほしい」という要望がありました。そこで、千葉県福祉教育推進連絡
会議では、平成２５年１０月に福祉教育ハンドブック編集委員会を立ち上げ、パッケージ指定方式について
解説した本ハンドブック「ACCESS & SUCCESS」を作成しました。
　第Ⅰ部では、福祉教育の背景や考え方、学校・地区社協・市町村社協における福祉教育推進のポイントに
ついて解説しています。
　第Ⅱ部では、事例紹介として、郡部・都市部・私立学校の３つの事例を取り上げ、それぞれの３年間の福
祉教育実践の取り組みとポイントを解説しています。
　本ハンドブックを、学校と地域と社協で創る「地域ぐるみの福祉教育実践」の推進に活用していただけれ
ばと思います。

平成２６年３月
千葉県福祉教育推進連絡会議

福祉教育ハンドブック編集委員会

「福祉教育ハンドブック　ACCESS & SUCCESS」＜改訂２版＞の発行に寄せて

　平成２６年３月に発行した「福祉教育ハンドブック ACCESS & SUCCESS」では、パッケージ指定方式の
考え方や進め方についてポイントを解説し、その後パッケージ指定方式の事務手続きの軽微な変更や福祉教
育推進員の役割の見直しを反映した改訂１版を発行しました。
　パッケージ指定方式の開始から１０年、地域ぐるみの福祉教育実践も定着してきましたが、一方で具体的
な福祉教育プログラムの検討が課題とされてきました。そこで、平成２８年７月に福祉教育の新たな取り組
み検討委員会を立ち上げ、改訂作業を進めて参りました。
　このたび作成した改訂２版ではプログラム検討の第１弾として、代表的な福祉教育プログラムを７つ選び、
各プログラムに含まれる福祉教育的要素や視点・ポイントを確認し、福祉教育を効果的に行うためのチェッ
クリストを作成しました。
　このチェックリストが、子どもたちの福祉の学習のみならず、福祉教育に関わるすべての人の学びを豊か
にし、結果として共に生きる地域づくりにつながる福祉教育実践プログラムを考える契機として活用いただ
ければ幸いです。

平成２９年 8 月
千葉県福祉教育推進連絡会議

福祉教育の新たな取り組み検討委員会



改訂2版


